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1 ．序

　二成分混合液体の 臨界点近傍では非常 に大きなス ケー
ル の 密度あるい は濃度の臨界揺らぎが存

在してい る 。この 揺 らぎは温度 （T） と 臨界温度 （Tc）との差 （T−Tc） に依存 し，また媒質中 を

伝播する音波は温度 T に変動を与え ， また同時に その臨界温度 Tc が圧力の 関数で ある ため音

波 に よ り変動を受 ける事が知 られて い る ．（1，2］本研究で は相図中 に二相分離領域を持 っ 液体メ

タ ノ
ー

ル （CHヨOH）とシ ク ロ ヘ キサ ン （C6Ht2）二 元液体混合系に つ い て超音波に よ る音速及び吸

収の温度依存性を調べ た ．特に こ の混合液体の 等モ ル 濃度近傍の 1相
一 2相臨界点近傍を中心 と

して音速及 び音波吸収 の 挙動を調 べ る ため測定を行 っ た．本稿 では実験方 法，実験結果 ，考察 に

つ い て順 に述 べ る ．

2 ．実験方法

　測定には 帝通電子研究所製の UAC−77 シ リ
ーズ超音波減衰測定装置を用い た．図 1 に超音波音

速測定に用い た実験装置の ブ ロ ッ クダイア グラ ム 及び 電気炉を含む セ ル 部分を示す ．送信及び受

信の 振動子 と して は 10MHz の ジル コ ニ ア振動子を ， 液体へ の 振動の 伝達には 両面を研磨 したパ

イ レ ッ クス ガ ラス 棒を用い た．試料 の長さは約 20囮m 程度 で ある．音速及 び音波吸収の 測定に は

パル ス ー
エ コ ーオ ーバ ー

ラ ッ プ法を用い た．測定された音速の 精度は 0．2％ で ある ．測定試料の

温度を 58
’
C 程度 まで上げたの ち，1．0

°
C／h 程度の 割合で Tc＋3

°
C まで下 げ，そ の後 0．5

’
C／h

程度で下げて 測定を行っ た．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

図 1　超音波音速及び音波吸収測定装置の ブロ ッ クダイ ア グラ ム
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「構造不規則系 に おけるダイ ナ ミ ッ ク ス 」

3 ．実験結果

　測定され た液体メ タノ ール （CH30H） ， シ クロ ヘ キサ ン （C6H12）及びそ の混合系組成の 音速の

温度変化の 様子 を図 2 に示 す．また図に は臨界組成で の音波吸収の 温度変化 の 様子を
一

緒に 示 し

てある ．こ こ で 得うれた音波吸収の値は相対値で ある．こ の 音速測定から得られた 臨界温度は

51．8
°
C と光散乱 に よ る測定に比べ 3

”
C 程高 い 値が得 られ た ［3］．また音速の 温度依 存性に は 臨

界点近傍で は特に急激な変化は見 られないが ， 音波吸収の 値が 臨界温度 に近づ くに っ れて 急激に

増大 して い る こ とが わかる ．また高温側で も音波吸収の 増加がみ られるが ， メ タ ノ ール （CH30H）

の沸点が 65
’
C で あ り， 高温側 で は気体

一
液体の転移点に近づ くためと考 え られ る ．
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図 2 二 液混合系 （C6H12）x （CH30H）100−x の （x ・ O，30，50，70，
100　 molX ｝

　　 の音速 と臨界組成の 音波吸収の 温度変化

一369 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussel 　 Kenkyu

研究会報告

4 ，考察

　音速の 温度依存性には 臨界点近傍で は特に急激な変化は見られない こ とか ら音速は こ の よ うな

二 液混合液体の 臨界点で 臨界指数 は持たない ．また 音波吸収に つ い て は ， こ の 臨界点 よ り上の 温

度領域 に 限れ ば臨界現象のな い場合の 通常の 運動 （ず り粘性な ど）に よる吸収は ，こ の 狭い 温度

領域でほ ぼ
一定 と考 え られる．従 っ て 第

一近似 と して こ の 大 きな吸収の温度変化は臨界現象に よ

る音波吸収の増加 と考えて よい ．臨界現象に よ る音波吸収を表す部分 A と T−T。 （Tc は臨界温

度 ）と の log−log プ ロ ッ トを図 3 に 示す．図か らわか る よ うに log−log プロ ッ トは直線関係を

示 して お り，これ は吸収 の 温度変化が A〜 （T−Tc｝
一
γ の 様にな っ て い る 事を示 して い る ．そ の 指

数 γ は O，15 の値 が得られた ．また こ の二 元混合液体系の 55
°
C で の 音速の 組成依存性及び断

熱圧縮率を図 4 に示 す．

　今後は更に精密 な温度制御を行 う事に よ り精度を高め た音速 ，吸収測定の 実験を行 い ，臨界点

近傍での 振 る舞い を調べ る と共 に 音波吸収に 関する解析 を深め る予定で ある ．
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図 3　音 波吸収 A と T−T。 との

　　　 109−109 プ ロ ツ ト

図 4 　（CH30H）
一

（C6H12）の混合系の

音速及び断熱圧縮率の組成依存性
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